
 

第３回国連防災世界会議でパブリックフォーラムを開催しました (2015/03/15) 

 

テーマ：シミュレーション・センシング・G空間情報の融合による減災力の強化 

場 所：東北大学川内キャンパス マルチメディアホール 

 

３月15日（日）、第3回国連防災世界会議のサイドイベントとして、パブリックフォーラムを

開催、当研究所からは越村俊一教授(災害リスク研究部門 広域被害把握研究分野)が参加しまし

た。東北大学災害科学国際研究所の主催で行なわれた本イベントでは、「シミュレーション・セ

ンシング・G空間情報の融合による減災力の強化」をテーマに、東日本大震災の教訓を踏まえ、

我が国が持つ最先端のシミュレーション・センシング・地理空間情報解析技術を統合した最先端

のG空間防災モデルの実証の成果を発信しました。本フォーラムは、全体で３部構成になってお

り、総務省G空間シティ構築事業、JST戦略的創造研究推進事業（CREST）など世界最先端の

減災技術および科学研究の成果を報告し、地球観測による減災に向けた国際活動など、東日本大

震災の教訓を踏まえた減災力の強化に向けた成果を、来場の皆様と共有させて頂きました。国内

外から約150名が参加し、活発な議論が行われました。また、このパブリックフォーラムと平

行して、技術展示も行いました。 

このパブリックフォーラムにおける成果は、3月24日の国会における参議院総務委員会で、民

主党石上俊雄議員が総務省および総務大臣にG空間シティ構築事業の成果について質疑を行い、

成果の重要性と今後の展開について非常に有益なコメントを頂きました。 

 

  

 

 

左上：Eddie Bernard 前NOAA/PMEL 所長に

よる特別講演 

右上：越村教授による報告 

左：技術展示の模様 

文責：越村俊一（災害リスク研究部門） 

（次ページへつづく）  



 

 


